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芦原新校市民ワークショップ －新しい学校について語ろう－

現在、令和 10 年開校予定の芦原新校の基
本設計を進めています。
７月に教員向けワークショップを実施し、
現在も個別ヒアリングを実施しております。
今後も市民向けワークショップを実施しま
すので、多くのみなさんの参加をお待ちし
ております。

■第 1回　11/19 ㈫  19:00 ～ 20:30
■第 2回　   1/21 ㈫  19:00 ～ 20:30　
■第 3回　   3/11 ㈫  19:00 ～ 20:30　
■第 4回　   5/10 ㈯  14:00 ～ 15:30
【会場】
■第 1回～第 3回：市役所 3階 第 1・2会議室
■第 4回：市民交流センター 2 階  ステラホール

▲新校イメージ
【図版提供】渡邉健介建築
設計事務所・ヒサナガ【事前申込不要】

済済

「
小
諸
市
小
中
一
貫
教
育
推
進
基
本
方
針
」に

お
い
て
、
小
中
一
貫
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
の

３
視
点
①
対
話
と
協
働
に
よ
る
学
び
の
充
実

②
自
治
的
・
創
造
的
な
活
動
の
充
実
③
す
べ

て
の
子
ど
も
を
包
み
込
む
居
心
地
の
よ
い
学

校
づ
く
り
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
内
全
校
で
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
小
諸
市
は
義
務
教
育
学
校
を
目
指

す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
で
は
、
既
に
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

し
て
い
る
市
町
村
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
義
務
教
育
学
校
は
、
現
在
県
内
に
は

５
校
、
全
国
で
は
２
０
０
校
を
超
え
て
い
ま

す
。
小
中
併
設
ま
た
は
隣
接
し
な
が
ら
小
中

一
貫
教
育
を
進
め
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す

が
、
小
中
学
校
が
別
々
の
学
校
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
文
化
や
２
人
の
校
長
の
運

営
方
針
の
違
い
、
意
思
統
一
の
難
し
さ
等
か

ら
、
目
指
す
教
育
や
教
員
配
置
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

小
諸
市
が
目
指
し
て
い
る
教
育
で
あ
る
、

①
小
グ
ル
ー
プ
等
で
の
対
話
を
重
視
し
、
子

ど
も
同
士
が
協
働
的
に
学
び
合
う
授
業
へ
の

転
換
②
子
ど
も
た
ち
の「
声
」や
願
い
が
生
か

さ
れ
、
１
〜
９
年
生
へ
と
受
け
継
が
れ
る
学

校
文
化
の
醸
成
③
異
学
年
交
流
や
多
様
性
を

認
め
合
え
る
居
心
地
の
よ
い
学
校
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、〝
ひ
と
つ
の
学
校
ひ

と
り
の
校
長
〞の
も
と
で
進
め
ら
れ
る
施
設

一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
芦
原
中
学
校
区
、
小
諸
東
中
学
校

区
の
実
情
に
応
じ
て
、
次
頁
の
よ
う
な
段
階

的
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
の
校
長
の
下
、
一
つ
の
教
職
員
組
織

が
置
か
れ
、
義
務
教
育
９
年
間
の
学
校
教
育

目
標
を
設
定
し
、
９
年
間
の
系
統
性
を
確
保

し
た
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施
す
る
種
類
の

学
校
で
す
。

※
参
考「
小
中
一
貫
し
た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
に

         

関
す
る
手
引
」文
部
科
学
省
，
２
０
１
６
）

義
務
教
育
学
校
と
は
？

な
ぜ
、
小
諸
市
は
義
務
教
育

学
校
を
目
指
す
の
か
？

▼
小
学
校
と
中
学
校
の
区
切
り
が
な
く
な

る
た
め
、
小
・
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で

居
な
が
ら
に
し
て
お
こ
る
心
の
交
流
が
生

ま
れ
ま
す
。
日
常
的
な
異
年
齢
で
の
交

流
や
体
験
活
動
の
機
会
も
増
え
、
多
様

な
他
者
や
小
中
様
々
な
先
生
方
と
も
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
９
年
間

切
れ
目
の
な
い
学
習
支
援
や
生
徒
指
導
が

実
現
し
、
様
々
な
教
育
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
教
職
員
に
つ
い
て
も
、
小
中
学
校

に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
て
い
た
教
職
員
を

一校
に
集
め
、
小
中
連
携
し
な
が
ら
、
適

材
適
所
、
効
果
的
に
教
職
員
を
配
置
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
現
在
小
諸
市
で
は
、
８
校
の
小
・
中

学
校
が
あ
り
ま
す
。
義
務
教
育
学
校
と

は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生（
中
学
３
年

生
）ま
で
が
ひ
と
つ
の
学
校
で
学
び
ま

す
。
小
中
の
区
切
り
が
な
い
た
め
、
校

長
先
生
も
ひ
と
り
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や

学
校
教
育
目
標
も
同
じ
で
す
。

基
本
方
針
の
中
に
あ
る
義
務
教

育
学
校
と
は
、
現
在
の
小
諸
市

の
小
学
校
・
中
学
校
と
何
が
違

う
の
で
す
か
？

義
務
教
育
学
校
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
で
す
か
？

▼「一人
も
独
り
に
し
な
い
学
び
」の
実
現

を
目
指
し
、
対
話
と
協
働
に
よ
る
学
び
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
研
究
・
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
求
め
ら
れ
て

い
る
資
質
・
能
力
の
育
成
や
子
ど
も
の
多

様
化
に
応
え
る
た
め
に
、
教
員
の
話
を
聞

く
こ
と
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の「一斉

授
業
」と
い
う
形
態
か
ら
、
小
グ
ル
ー
プ

等
で
対
話
的
・
協
働
的
に
子
ど
も
同
士
で

学
び
合
う
授
業
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
転
換
に
よ
り
変
わ
る
の
は
、
学
習
内

容
で
は
な
く「
学
び
方
」と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
学
び
が
委
ね
ら

れ
る
場
面
が
多
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
受

け
身
の
姿
勢
か
ら
、
自
ら
考
え
、
主
体
的

に
学
び
に
取
り
組
む
態
度
の
育
成
が
期
待

で
き
、
学
習
効
果
も
高
ま
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
教
育
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
目
指
し

て
い
る
の
で
す
か
？

義務教育学校（新たな学校種）のイメージ

・修業年限 9 年（前期課程 6 年・後期課程 3 年）
・校長は一人（副校長（総括担当）1 人を配置）
・教員は原則として小・中免許を併有（当面は併有していなくても勤務可能）
・施設の一体・分離を問わず設置可能

【施設一体型イメージ】

※ 1 つの校舎で 1 つの学校

【施設分離型イメージ】

※２つ以上の校舎に分かれていても 1 つの学校
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■ 芦原中学校区
・
・

芦原新校については開校時に義務教育学校とします。
令和７年度以降、芦原新校の開校に向け「組織づくり」「教育課程」

「学校行事」等を決定するためのワーキンググループを立ち上げ、
具体的な学校づくりに取りかかっていきます。

■ 小諸東中学校区
・
・

・

・
・

芦原中学校区との同時再編は難しいため、芦原新校の進捗にあわせ義務教育学校を目指すための準備を進めます。
小諸東中学校区を一つの義務教育学校とした場合、現時点での推計では児童生徒数が 1,600 人前後となり、学校運営が難
しくなることが予想されます。そのような状況を踏まえたうえで、適正規模の義務教育学校にする方法を検討します。
方向性が決定するまでは「小諸市小中一貫教育ビジョン」に従い、小諸東中学校区の小中学校で学校組織、 カリキュラムや
行事等を可能な範囲で揃えます。

「小中」「小小」交流を進め、多くの児童生徒とのかかわりによる教育効果を受けられる機会を設けます。
現在の状況でも子どもたちにとって有益と考えられる方策（職員配置、施設設備等）を取り入れていきます。

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶今後の小諸市教育委員会の取組みの方向性今後の小諸市教育委員会の取組みの方向性

芦原中学校芦原中学校 小諸東中学校小諸東中学校


